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１ ルックイースト政策の地域経済生活への影響 

（在マレーシア日本大使館，在日マレーシア大使館ほか） 

 

 日本の労働倫理、勤労意欲、道徳、経営能力を学ぶことによって経済・社会の発展を目指

すルックイースト政策（東方政策）はマハティール首相（当時）によって 1982 年に開始さ

れた。これまでに 2 万６千人以上が日本で学び、日本式高等教育や経済・経営面における日

本の考え方や方法をマレーシアに伝えた。 

このルックイースト政策に加え、日本企業による技術移転、JICA の技術協力、そして英

語が通じる社会環境と相俟ってコロナ前まで毎年５％程度の高度経済成長を果たした。

2022 年基準で国民一人当たり GNI13,845 米ドルとされている高所得国入りは、数年以内に

達成される可能性がある（2022 年のマレーシアの一人当たり GNI は 11,830 米ドル）。 

マレーシアから世界への輸出額の４割弱が電機・電子関連である。日本から見ても、約

1,600 社にのぼる日系進出企業の約半数が電機・電子関連である。なお LNG については日

本にとって第 2 位の供給国（輸入量の約 15％）である。 

日本企業のマレーシア進出は近年でも盛んで、ロームワコー（半導体）、ドンキホーテ、

トヨタ（ハイブリド車）、王子製紙、Deluxe Games（スマホ用ゲーム）、ちとせ（いちご、

トマト、葉物野菜等農業）、IHH（三井物産系病院グループ）、山九（サンキュウ、人材育成）、

味の素（ハラル認証の調味料）など多岐にわたっている。 

社会的な課題としては、物価高による低所得者の生活支援が大きな問題となっている。ま

た最近はマレーシア人も 3K 労働を嫌うので、労働力不足となっている。 

 

２ 東西交易要衝地マラッカ大都市圏の地域経済（ピーター・リム氏ほか） 

 

政府はマラッカ大都市圏（人口約 100 万人）を M—WEZ（マラッカ経済特区）に指定し

て、国際的な交易を中心としてこの地域の経済発展をはかろうとしている。現状では年間

1000 万人に及ぶ観光客があるが日帰りが多く、むしろ中心市街地に空き店舗が増えている。

オランダ広場を中心とした地域は世界遺産に指定されたため、建物の改造が制約されてい

て、経済発展にとってはむしろマイナスとなっている。 

国際空港がない点もマラッカ大都市圏の弱点となっている。鉄道や地下鉄など公共交通

も未発達である。マレーシアでは自動車の販売価格もガソリン価格も安い。シンガポールか

らガソリンを入れに来る車も多い。車やガソリンが安く高速道路が発達していることが公

共交通の発展を妨げ経済発展にとって裏目に出ているという人もいる。 

マレーシアの企業は日本の企業と違って上司と部下の関係が必ずしも明確でなく、責任



感や上昇意欲も高くはないのでなかなか日本のようにはならない。M—WEZ（マラッカ経

済特区）で成功したのは医療ツーリズムで、シンガポールやインドネシアから治療に来る人

も多い。 

 

３ プトラジャヤへの首都移転の定着状況 

 

  プトラジャヤの人口は現在約 13 万人で落ち着いている。省庁のビルや生活関連施設、住

宅等の建設も一段落した。勤労者の約 9 割が公務員である。 

クアラルンプールなどほかの都市に比べ,近代都市としての景観はすばらしいし、生物多

様性に富む自然空間も豊富につくられているが、イスラムの戒律による制限(たとえば酒類

は一切売られていない)は厳しく、定年退職後もプトラジャヤで暮らすことを望むかといえ

ば望まない人が多い。近代的なスーパーマーケットはあるが、いわゆる界隈性に富む商店街

やマーケットは一切ない。 

 

4 クアラルンプール市内生活状況 

 

クアラルンプールは、東南アジア諸国の都市の中では、シンガポールと並んで、近代化が

最も進んでいる都市である。界隈性に富んだ町並みやマーケットが残っている点も魅力で

ある。しかしモノレールネットワークはある程度形成されているが基本的に公共交通機関

が未発達でありこの点が課題である。 

 

  (結論) 

全体として、東南アジア諸国に比べて最も近代化が進んだ国と評価できるが上に述べた

ように課題は多い。ルックイースト政策の成果は大きいが、残した課題に今後どう取り組ん

でいくかが注目される。富が人口の約 70％を占めるマレー系でなく約 22％の華人に集中す

る傾向も問題である。 

 

※取材結果をすべて公にすることはできない部分があります。詳細は青山にお尋ねくだ

さい。できる範囲で対応します。 


